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＜あらまし＞ 
 知識とスキルの習得が必要な⼀次・⼆次救命処置に関する教育は、集合対⾯研修を基本に⾏わ
れてきたが、COVID-19 感染拡大により講習会の開催が減少し学習者が学ぶ機会を少なくした。
そこで学びを止めないしくみづくりを目指し、本邦における SNS 使用率が高く広い世代におい
て使用率が高い、ログイン不要、疑似的に双方向コミュニケーションを実現する、などの理由か
らスマートフォン LINEアプリに着目した。LINEアプリを活用し学習ツールを開発する前段のプ
ロトタイプ開発として Moodleレッスンモジュールを用いた対話的な学習ツールを試作した。 
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1. 研究の背景と目的 
一次救命処置・二次救命処置の学習は、知

識とスキルを習得するために、対面を原則と
した講習会の参加をもって行われてきた。し
かし COVID-19感染拡大により、感染防止の観
点から講習会が減少し学習する場やチャンス
が減少した。学び方は学習者にゆだねられた。 
鈴木らは 1)ICT 活用授業を設計するデザイ

ン原則案３）「教員から学ぶ」から「情報・教
材から学ぶ」にシフトすること、とデザイン
原則案の一つとして述べている。コロナ禍に
おいて学習者の「学びを止めない」しくみづ
くりが必要となり、そのしくみを ICT を活用
し実現することを考えた。そこで救急医療の
現場における救急処置に関する知識の学習導
入を目的に、日常よく利用されている SNS コ
ミュニケーションツールである LINE を活用
し開発することを計画した。LINEはコミュニ
ケーションツールとして広く普及しており、
2020年 9月、総務省情報通信技術研究所の調
査 2) では、スマートフォンの利用率は全世代
において 91.1%であり、さらにソーシャルメデ
ィア系サービス/アプリ等の利用率では、全世
代において LINE の利用率が最も多く 86.9％
を占め最も利用率が高いとされている。幅広
い世代に最も多く利用されている LINE を活
用し、学習可能なツールを開発することは汎
用性が高いと考えた。LINEは学習のたびに ID
や password を入力しログインする手間もな
い。さらに疑似的に双方向コミュニケーショ
ンを実現することによってタイムリーなやり
とりを作り出すことができ、開発者からの 

 
 

talkをきっかけに学習を促し動機づけを行う
ことが可能となると考える。以上の利点によ
り LINE を活用した知識学習を促すツールの
開発を行うことを考えた。 
 LINEでの開発を行う前に、Moodleレッスン
モジュールを用い、試作を試みた。 
  
2. 研究方法 
第一段階：LMS(Learning Management System)の
Moodleレッスンモジュールを用いプロトタイ
プを試作する。 
第二段階：試作ののち LINE BOTチャット機能
を用い、プロトタイプを作成する。 
第三段階：作成したプロトタイプを、領域専門家
により形成的評価をうけ、改善点を洗い出し改良
する。 

本稿では第一段階について述べる。 

 

3. 開発する学習ツールのストーリー 
主人公の救急看護師「はな子」が、心肺停止

状態で救急搬送された 60 才代男性患者を救
急隊から引き継ぐところからストーリーは展
開する。はな子は救急医師や先輩看護師と医
療チームを組み、救急搬送された患者の一次
救命処置、二次救命処置を行っていく。その
際救命処置の基礎的な内容（表 1）をはな子が
考えながら答えを導き出し問題は進む。最終
的に蘇生に成功すると患者の自己心拍は再開
する。 
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表 1 救命処置の基礎的な内容 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
4.Moodleでの試作 
 Moodleレッスンモジュールを用い、問題ペ
ージとコンテンツページを作成した。回答の
選択によって指定したページにジャンプ、ま
たは前ページに戻る設定を行い、問題が不正
解であった場合には、再学習をしたのち、再
度問題にチャレンジし、正解しないと次の問
題に進まないように作成した。（図 1） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イントロダクションの後（図 2）、問題ペー

ジへと進み二択の選択問題とした。（図 3）正
解すると次の問題へと進むことができる（図
4）、不正解の場合は、解説の文章、または自作
の動画を視聴とし再学習ののち、もう一度同
じ問題にチャレンジしていく。（図 5）最終的
に搬送された患者は自己心肺が再開し、再開
後の ABCD といわれるそれぞれの意味と処置
について出題するところまでを学習範囲とし
た。 
 
5. 今後の予定 

Moodleモジュールで試作したプロトタイプ
を、LINE BOTに実装、プロトタイプを作成す
る。その後 2 領域の専門家により非構造化イ
ンタビューを実施し、開発した学習ツールの
プロトタイプについて形成的評価を実施する。 
領域の専門家と形成的評価の内容としては、

インストラクショナルデザイン専門家により
学習デザイン、システム起動に関すること、

LINE BOTに関すること、作動性について、実
際に開発したツールの操作性、救急領域専門
家は、救急看護認定看護師、救急医、救急認定
医、AHA BLS インストラクターのいずれかの
資格を要する専門家に依頼し、学習内容領域
に関する妥当性について実際に開発したツー
ルを操作してもらい評価していただく。形成
的評価の結果、改善点の洗い出しを行い、プ
ロトタイプの修正をする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
6．今後の学びの可能性 
 本研究では、問題ページとコンテンツペー
ジで作成し、問題に不正解であった場合には
コンテンツページを学習し再度問題に戻る仕
組みとして一つのストーリーを進んでいくよ
うに作成したが、今後は学習者が選択した結
果、多岐にわたるストーリー展開があり、学
びが広がるような学習となるようツールを作
成することが課題として考えられる。さらに
本稿は救急医療の基礎である救命処置に焦点
を当てた学習ツールの開発であるが、搬送件
数の多い疾患やケアについて学習できるよう
なツールを作成するなどの応用することが可
能であると考える。 
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図 1 遷移図簡略図 

図 4 次の問題ページ  図 5 コンテンツページ 

図 2 イントロダクション    図 3 問題ページ 
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